
港区環境基本計画改定版（素案）について

１ 環境基本計画の改定にあたって
現行計画策定後の社会の変化や環境分野に関わる国内外の動向、区民・事業者の意識

調査等に基づく課題を踏まえ、以下の視点をもとに改定します。

＜改定の視点＞
（１） 気候変動対策、生物多様性を中心に最新の動向を捉えて目標、施策をバー

ジョンアップする
（２） 区と多様な主体の協働に加え、主体間の協働・連携を生み出す場や仕組みを充実させる
（３） 統合的課題解決に向け後期３年で取り組む具体のプロジェクトを設定する 第２章 めざす環境像と基本目標

１ めざす環境像
２ 基本目標

基本目標１ 脱炭素社会の実現と気候変動への適応による安全・安心なまち
基本目標２ ごみを減らして資源が循環するまち
基本目標３ 健康で快適に暮らせるまち
基本目標４ 水と緑のうるおいと生物多様性の恵みを大切にするまち
基本目標５ 環境保全に取り組む人がつながり行動を広げるまち

第５章 環境行動指針
めざす環境像の実現に向け、区民、事業者、区が環境の保全に関して配慮すべき事項

及び具体的な行動例 （「港区環境基本条例」第８条に基づく「港区環境行動指針」）

第６章 計画の推進
１推進体制 ２進行管理

参考資料
・港区環境基本計画改定方針 ・港区環境審議会への諮問及び答申 他

第４章 統合的課題解決に向けた施策の展開

（１）全国各地域の自治体との連携
双方の地域の環境保全や活性化につなげていく、全国の自治体との連携を更に推進

基本目標１ 施策２ 取組①国産木材の活用促進
施策２ 取組③全国連携による再生可能エネルギー導入

基本目標５ 施策16 取組①環境教育の推進と人材育成

（２）分野を越えた連携
環境施策が持つ福祉、防災、教育など他分野への副次的効果を捉え、誰もが安心して

暮らせる住みやすいまちづくりに貢献
基本目標１ 施策４ 取組②健康への影響に関する普及・啓発
基本目標２ 施策７ 取組③非常時及び災害時の対応力強化

（３）民間との協創
企業や大学、ＮＰＯ法人等の民間団体が多く立地する区の特性を生かし、様々な民間

の団体と協働、連携して環境・経済・社会の統合的向上につながる取組を展開
基本目標３ 施策10 取組①清潔できれいなまちの実現に向けた取組
基本目標４ 施策14 取組③多様な主体の連携による取組

４ 改定環境基本計画の概要

第１章 計画の基本的事項
1 計画改定の背景

（１）港区を取り巻く様々な変化
（２）区内の動向
（３）改定の視点

２ 計画の位置付け等
（１）計画の位置付け
（２）対象とする範囲
（３）計画期間

２ めざす環境像
誰もが安全に安心して暮らすことができる環境負荷の少ないまちづくりを進めるため

には、区民、事業者、区がそれぞれ主体的に行動していくことが必要であることから、
現状の「めざす環境像」に加え、以下のサブタイトルを追記します。

多様な暮らし・活気・自然が調和する 持続可能な都市 みなと
～私たちが築く地球の未来～ 第３章 施策

※裏面参照

３ 改定のポイント
（１）2050年ゼロカーボンシティ達成に向けた脱炭素化の推進

国の「カーボンニュートラル宣言」等を受け、再生可能エネルギー由来の電力の利用
促進に向けた「ＭＩＮＡＴＯ再エネ100」の推進など、区ならではの地球温暖化対策を展
開し、中長期的な取組を推進します。

（２）環境負荷の低減に向けたごみの削減及び資源循環
環境に配慮した持続可能な社会の実現に向け、プラスチックの削減、食品ロスの削減

等、ごみを出さない工夫を取り入れた生活スタイルの浸透を図ります。

（３）30by30目標達成に向けた取組の強化
国際目標である30by30目標の達成に向け、区内での「自然共生サイト」への登録に

向けた取組や有栖川宮記念公園での区民参画による生物モニタリング等、多様な主体に
よる様々なアプローチにより、生物多様性を保全します。

【基本目標４】

●施策14 取組③多様な主体の
連携による取組 ●施策15 取
組③外来種の侵入、拡散の防止

●施策15 取組④生物多様性、自
然環境に関する調査

【基本目標１】

●施策１ 取組②再生可能エネルギーの導入拡大

●施策１ 取組⑥区有施設における脱炭素化の推進
●施策２ 取組①国産木材の活用促進

【基本目標２】

●施策５ 取組①プラスチックの
資源循環とリサイクル手法の刷新

●施策５ 取組②食品ロスの削減

●施策５ 取組⑤リユースの促進

（２）環境負荷の低減に
向けたごみの削減及び資
源循環

（３）30by30目標達成
に向けた取組の強化

（１）2050年ゼロカーボ
ンシティ達成に向けた脱
炭素化の推進

【めざす環境像】

多様な暮らし・活気・自然が調
和する持続可能な都市みなと
～私たちが築く地球の未来～
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第３章 施策

港区地球温暖化対策地域推進計画・港区環境率先実行計画

基
本
目
標
１

基
本
目
標
５

基
本
目
標
４

基
本
目
標
３

基
本
目
標
２

①建築物の省エネルギー化とエネルギー利用の最適化
②再生可能エネルギーの導入拡大
③多様な交通手段による移動の分散化
④緑化による二酸化炭素の吸収

①国産木材の活用促進
②森林整備による二酸化炭素の吸収

①職場や家庭における省エネルギー行動の促進
②創エネルギー・省エネルギー機器等導入促進

①自然災害のリスク軽減 ③暑熱対策、ヒートアイランド対策の推進
②健康への影響に関する普及・啓発

①プラスチックの資源循環とリサイクル手法の刷新
②食品ロスの削減
③資源回収の拡大

①事業用大規模建築物の自己処理責任の強化
②事業者に対する適切な指導と普及・啓発
③少量排出事業者の自己処理責任の強化

①地域特性に応じた収集サービスの展開
②港資源化センターを活用した資源循環のＰＲ

①良好な大気環境の保全
②騒音、振動、悪臭などに対する指導の徹底と啓発
の推進

①環境アセスメントの推進 ②環境に配慮した適切なまちづくりの誘導

①清潔できれいなまちの実現に向けた取組の推進 ②みなとタバコルールの推進

①古川の水環境改善 ②お台場の海及び運河の水質改善

①親水空間の充実 ②健全な水循環系の保全、再生

①区民との協働によるみどりの保全、創出と普及・啓発 ③公共空間における緑化の推進
②民有地における多様な緑化の推進

①生物多様性の普及・啓発 ③多様な主体の連携による取組
②生物多様性の学びをとおした環境学習の推進

①ビオトープづくりとエコロジカルネットワークの形成
②生きものに配慮したまちづくりの推進

① 環境教育の推進と人材育成
② 環境情報の発信と環境保全意識の向上

① 環境保全活動の推進
② 区民や事業者等の活動支援

⑤藻場造成による二酸化炭素の吸収（ブルー
カーボン生態系の活用）

⑥区有施設における脱炭素化の推進

③全国連携による再生可能エネルギー導入

③水素エネルギーの普及促進
④ごみの排出抑制と資源化の促進

④集団回収の促進
⑤リユースの促進
⑥普及・啓発と環境学習の充実

④拡大生産者責任の強化
⑤オンライン化等の推進

③非常時及び災害時の対応力強化

③アスベスト対策の推進
④有害化学物質等への対策の推進

2050年ゼロカーボンシティ達成に向けた脱炭素化の推
進

施策１

気候変動への適応による都市のレジリエンス強化、安
全・安心なまちづくり

施策４

港区気候変動適応計画

広域的な連携による脱炭素化の推進施策２

各主体に合わせたアプローチ施策３

区民の生活スタイルを考慮した３Ｒの取組の促進施策５

適正な廃棄物処理による社会基盤の構築施策７

事業環境の変化に対応した資源循環の推進施策６

良好な生活環境の確保施策８

環境美化活動の推進施策10

まちづくりにおける環境配慮の促進施策９

古川、運河、お台場の海の水質改善施策11

生物多様性の保全、再生施策15

港区生物多様性地域戦略

豊かで質の高いみどりの保全、創出施策13

生物多様性の理解と浸透施策14

水辺空間と水循環系の保全、再生施策12

環境教育等による環境保全意識の向上施策16

協働による環境保全活動の推進施策17

港区環境教育等行動計画

③外来種の侵入、拡散の防止
④生物多様性、自然環境に関する調査

・・・新規項目有り

・・・拡充項目有り

④危険物等の不適正排出の防止
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